
「腫瘍分子生物学セミナー」を開催 

2014 年 6 月 17 日 

 

6月17日(火)にがん進展制御研究所棟４階会議室において、東京医科歯科大学 脳統合機能研究センター 准教授

の味岡逸樹先生を迎え、「Rbファミリーによる神経分化と増殖の協調制御」と題して、がん進展制御研究所腫瘍分

子生物学セミナーを開催しました。 

 セミナーでは、Rbファミリーを不活性化させたマウスの網膜および大脳皮質の発生異常と発がんの詳細な観察に

基づき、細胞周期と分化機能が同機するメカニズムに関しての大変深い洞察を示していただきました。 

 セミナーには、所内外の研究者並びに大学院生ら２５名が参加し、とても活発な質疑応答や意見交換が行われま

した。 

 
 

 



腫瘍分子生物学セミナー 

東京医科歯科大学・脳統合機能研究センター 

准教授 味岡逸樹 先生 

平成 26年 6月 17日（火） 16：30〜17：30 

がん進展制御研究所 4階会議室 

 

Rbファミリーによる神経分化と増殖の協調制御 

 神経細胞は発生期に増殖性の神経前駆細胞から産み出されるが、神経細胞分化の開始と

ほぼ同時に細胞周期から離脱して「非分裂細胞」になる。「非分裂細胞」となった神経細

胞は、細胞周期を進めても増殖せずに細胞死を起こすと考えられている。 

 癌抑制遺伝子 Rb とそのファミリー遺伝子（p107, p130）は、神経前駆細胞や神経細

胞の細胞周期制御に必須の遺伝子群である。すべての Rb ファミリー遺伝子を欠損した神

経前駆細胞は、増殖を停止せずに神経分化を開始し、細胞タイプによっては成熟神経細胞

が増殖して悪性腫瘍となる。一方で、分化開始後に Rb ファミリーを欠損した神経細胞は、

細胞周期を S 期まで進めるが、分裂することはほとんどない。 

 本セミナーでは、主に、大脳皮質や網膜の発生における Rb ファミリーの役割について

紹介し、神経細胞が「非分裂細胞」であるメカニズムについて議論させて頂きます。 
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味岡先生が Dyer 研でお書きになった 2007 年の Cell 論文では、RB ファミリーの不活性

化によって、完全に分化し終えた体細胞（水平介在ニューロン）から、分化形質を保った

まま浸潤性の高い網膜芽細胞腫が発生することを示され、RB研究者のみならず、神経発生

学、がん幹細胞等分野の研究者に影響を与えました。細胞増殖と分化の制御は、どうやっ

て乖離するのか? この度のご来沢に合わせ、その後の研究の進展をご披露いただくことを

お願いしました。皆様、奮ってご参加ください。 

 

連絡先 腫瘍分子生物学研究分野 髙橋智聡 ℡:264-6750 
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